
市
民
バ
ス
の
運
行
経
路

が
変
わ
り
ま
す

問
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

　
☎
７
７
３－

６
６
６
２

　
１１
月
２０
日
㈪
か
ら
、
市
民
バ
ス

の
「
後
山
・
辻
又
コ
ー
ス
」
と

「
赤
石
コ
ー
ス
」
の
運
行
経
路
が

変
わ
り
ま
す
。

①
後
山
・
辻
又
コ
ー
ス

・�
浦
佐
駅
西
口
～
魚
沼
基
幹
病
院

間
が
、
萌
気
園
浦
佐
診
療
所
前

を
通
る
経
路
に
変
更

・
萌
気
園
前
バ
ス
停
を
新
設

②
赤
石
コ
ー
ス

・�

荒
山
セ
ン
タ
ー
～
せ
せ
ら
ぎ
間

が
、
大
倉
橋
を
通
る
経
路
に
変

更
（
大
倉
橋
架
替
え
工
事
の
完

了
に
伴
う
変
更
）

運
行
に
関
す
る
問
合
せ

①
後
山
・
辻
又
コ
ー
ス

・
奇
数
月

　
や
ま
と
タ
ク
シ
ー
㈱

　
☎
７
７
７

－

３
１
４
１

・
偶
数
月

　
㈱
浦
佐
タ
ク
シ
ー

　
☎
７
７
７

－

３
４
５
６

②
赤
石
コ
ー
ス

　
や
ま
と
タ
ク
シ
ー
㈱

　
☎
７
７
７

－

３
１
４
１

「
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン

タ
ー
」
か
ら
の
ハ
ガ
キ

に
ご
注
意
を

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
２－

２
５
４
１

　
「
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」

と
名
乗
る
機
関
か
ら
ハ
ガ
キ
が
届

い
た
と
い
う
相
談
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
過
去
に
利
用
し
た
業
者
に
未
払

い
が
あ
る
と
思
わ
せ
て
「
裁
判
所

に
訴
状
が
提
出
さ
れ
た
」「
給
与

な
ど
を
差
し
押
さ
え
る
」
な
ど
と

脅
し
、
弁
護
士
を
名
乗
る
者
を
紹

介
し
て
費
用
を
要
求
す
る
手
口
で

す
。
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
も
、
連
絡

し
た
り
支
払
っ
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
不
安
に
感
じ
た
り
対
処
に
困
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
を

問
環
境
交
通
課

　
☎
７
７
３－

６
６
６
６

　
冬
は
、
灯
油
の
流
出
事
故
が
多

発
し
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
か
ら
の
小
分
け
中
に
、

そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

原
因
で
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・�

給
油
中
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ

な
い
。
目
を
離
さ
な
い
。

・�

給
油
後
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

バ
ル
ブ
を
確
実
に
閉
め
る
。

・�

配
管
に
破
損
や
腐
食
が
な
い
か

定
期
的
に
点
検
す
る
。

万
が
一
に
備
え
た
対
策

　
防
油
堤
（
灯
油
が
あ
ふ
れ
出
た

と
き
の
受
け
皿
）
や
、
自
動
停
止

す
る
給
油
補
助
器
具
を
設
置
す
る
。

灯
油
が
流
出
し
た
ら

　
布
き
れ
や
新
聞
紙
で
灯
油
が
水

路
に
流
れ
出
な
い
よ
う
処
置
し
、

消
防
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・
消
防
本
部

　
☎
７
８
２

－

９
１
１
９

・
消
防
大
和
分
署

　
☎
７
７
９

－

４
６
０
０

優
秀
・
優
良
運
転
者

表
彰
の
申
請
受
付

問�

・
申（
公
財
）南
魚
沼
交
通
安

全
協
会

　
☎
７
７
３－

６
５
２
４

　

南
魚
沼
交
通
安
全
協
会
で
は
、

平
成
３０
年
度
の
優
秀
・
優
良
運
転

者
表
彰
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
申
請
区
分
は
、
１０
・
２０
・

３０
・
４０
・
５０
年
表
彰
で
す
。

　
長
年
、
無
事
故
・
無
違
反
を
続

け
て
い
る
み
な
さ
ん
か
ら
の
申
請

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〆
１２
月
１１
日
㈪

地
方
税
は
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

で
申
告
・
届
出
が
で
き

ま
す

問
税
務
課 

市
民
税
係

　
☎
７
７
３－

６
６
６
８

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
地
方
税
の
手

続
き
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

利
用
の
利
点

・�

自
宅
や
事
務
所
で
手
続
き
が
可

能
・�

給
与
支
払
報
告
書
を
、
複
数
の

地
方
公
共
団
体
へ
１
回
で
送
信

可
能

・
利
用
費
は
無
料

利
用
で
き
る
申
告
・
届
出

申�

告　
法
人
市
民
税
（
中
間
・
確

定
・
修
正
申
告
な
ど
）、
固
定

資
産
税
（
償
却
資
産
の
全
資

産
・
増
加
資
産
・
減
少
資
産
・

修
正
申
告
な
ど
）、
個
人
住
民

税
（
給
与
支
払
報
告
書
な
ど
）

届�

出　
法
人
の
設
立
・
設
置
・
異

動
届

利
用
に
必
要
な
環
境
な
ど

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
可
能

な
パ
ソ
コ
ン

・�

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

・‌�

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
電
子
証
明
書
（
税
理
士
に
依

頼
す
る
場
合
は
不
要
）

◦�わたしたち南魚沼市民は、人間を大切にします。　
◦��わたしたち南魚沼市民は、自然を大切にします。
◦�わたしたち南魚沼市民は、ものづくりを大切にします。
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　国道253号八箇峠道路（八箇ＩＣ〔十日町市〕～余川ＩＣ（仮称））のうち、八箇ＩＣ～野田ＩＣ間の
延長6.6㎞が11月25日㈯に部分開通します。部分開通についての詳細は、長岡国道事務所ウェブサイト
をご覧ください。
　部分開通に伴い、国道253号が八箇ＩＣ～八箇トンネル～余川を通る経路から八箇ＩＣ～八箇峠トン
ネル～野田ＩＣ～余川を通る経路に変更されます。
　また、部分開通に伴って、ムイカスノーリゾート入口～八箇トンネル～八箇ＩＣの区間が冬期閉鎖とな
ります。ご注意ください。
冬期閉鎖　期 11月25日㈯～平成30年4月下旬（降雪の状況により、閉鎖期間を延長する場合あり）

問部分開通についての問合せ：国土交通省 長岡国道事務所 計画課　☎0258－36－4582
　冬期閉鎖についての問合せ：建設課　☎773－6674

国道253号八箇峠道路が八箇IC～野田IC間で部分開通します

区　　　　　間 道路名 管理 除雪体制

八箇ＩＣ～八箇ト
ンネル～余川を通
る経路

余川セブンイレブン交差点～�
� ムイカスノーリゾート入口

市道余川上ノ
原旧国線 市 管理者である市が県に委託し

て、県が除雪

ムイカスノーリゾート入口～�
� 魚沼スカイライン入口

県道田沢小栗
山線 県

冬季閉鎖
魚沼スカイライン入口～�
� 八箇トンネル内市境

市道八箇トン
ネル線 市

八箇ＩＣ～八箇峠
トンネル～野田Ｉ
Ｃ～余川を通る経
路

余川セブンイレブン交差点～�
� 野田ＩＣ

国道253号 県

県が除雪（歩道は、県が市に
委託して、市が除雪）
※�異常降雪時以外は、車道の
常時通行をめざします

野田ＩＣ～�
� 八箇ＩＣ（八箇峠道路）

253
十日町市

南魚沼市

17

291

－ 城内焼野線

 

至
上
越

八箇トンネル

北越急行ほくほく線

主 十日町六日町線

野田IC

六日町I.C

八箇IC

八箇IC～ムイカスノーリゾート入口

冬期閉鎖区間

八箇峠道路 開通区間（延長6.6㎞）

八箇トンネル内市境

魚沼スカイライン
入口

ムイカスノーリゾート
入口

余川セブンイレブン
交差点

八
箇
峠
ト
ン
ネ
ル
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障
が
い
者
週
間

問
福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係

　
☎
７
７
３－

６
６
６
７

　
１２
月
３
日
～
９
日
は
、
障
が
い
者
週
間

で
す
。

　
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理

解
を
深
め
、
障
が
い
者
が
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
平
成

１６
年
６
月
の
障
が
い
者
基
本
法
の
改
正
に

よ
り
、
従
来
の
「
障
が
い
者
の
日
」
で
あ

る
「
１２
月
９
日
」
に
代
わ
っ
て
設
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

　
☎
７
７
２－

２
１
６
４

　
若
山
文
雄
さ
ん
〔
栄
町
〕
が
、
１０
月
１

日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

再
委
嘱
（
任
期
３
年
）
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

新
潟
県
親
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞

問
保
健
課

　
☎
７
７
３－

６
８
１
１

　
新
潟
県
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
佐
藤
郁
美
さ
ん
・
翔し

ょ
う
さ
ん
〔
片

田
〕
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
家
族
で
む
し
歯
予
防
に

努
め
て
い
て
、
親
子
で
む
し
歯
が
ま
っ
た

く
な
い
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止

運
動
を
実
施
中

問
南
魚
沼
保
健
所 

医
薬
予
防
課

　
☎
７
７
２－

８
１
４
２

期
１１
月
３０
日
㈭
ま
で

　
麻
薬
、
覚
醒
剤
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど

の
薬
物
の
乱
用
は
、
使
っ
た
人
の
健
康
を

害
す
る
だ
け
で
な
く
、
犯
罪
の
誘
因
と
な

る
な
ど
、
計
り
知
れ
な
い
危
害
を
社
会
に

も
た
ら
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
薬
物
乱
用
の
な
い
社
会

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
健
所
で
は
、
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
し
、

啓
発
資
料
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
２９
年
度

中
学
生
海
外
派
遣
事
業

報
告
会
開
催

問
学
校
教
育
課

　
☎
７
７
７－

３
１
１
８

　

市
で
は
、「
国
際
交
流
及
び
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
基
金
」
を
活
用
し
、
平
成
２０
年
度

か
ら
中
学
生
の
海
外
派
遣
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
へ

市
内
中
学
３
年
生
２０
人
を
派
遣
し
、
今
年

で
１０
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
市
の
代
表
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ

れ
８
日
間
を
過
ご
し
て
き
た
２０
人
が
、
視

察
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
体
験
や
感
想
を

発
表
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
１２
月
２
日
㈯

　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

会
大
和
庁
舎
３
階 
大
会
議
室

申
不
要

サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

う
お
ぬ
ま
２
０
１
７

問�

サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
う
お
ぬ
ま

事
務
局
（
島
田
）

　
☎
０
９
０－

８
２
５
３－

１
９
５
４

　

izaya6111@
yahoo.co.jp

　
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
を
病
院
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
な
ど
に

本
を
贈
る
市
民
の
活
動
で
す
。
今
年
の
贈

り
先
は
、
魚
沼
基
幹
病
院
小
児
科
病
棟
に

入
院
中
の
子
ど
も
た
ち
と
総
合
支
援
学
校

で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
心
を
贈
る
季
節
で

す
。
あ
な
た
も
本
を
贈
っ
て
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

期
１２
月
２
日
㈯
～
１７
日
㈰

サ
ン
タ
に
な
る
方
法

①�

サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
表
示
が
あ
る

市
内
の
協
力
書
店
で
、
贈
り
先
と
な
る

子
ど
も
の
性
別
・
年
齢
な
ど
が
書
か
れ

た
カ
ー
ド
を
選
ぶ

②
絵
本
を
購
入
す
る

③�

匿
名
で
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
絵
を
書
く

　
購
入
い
た
だ
い
た
本
は
き
れ
い
に
包
装

し
、
カ
ー
ド
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
と
総

合
支
援
学
校
に
お
届
け
し
ま
す
。
購
入
者

に
は
、「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
認
定
証
」
を

お
渡
し
し
ま
す
。

※�

協
力
書
店
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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平
成
２９
年
度

市
政
懇
談
会
の
ま
と
め

問
秘
書
広
報
課 

秘
書
広
報
班

　
☎
７
７
３－

６
６
５
８

　
平
成
２９
年
度
の
市
政
懇
談
会
は
、
４
月

２４
日
㈪
～
６
月
３０
日
㈮
に
市
内
１７
会
場
で

１８
回
開
催
し
、
４
３
２
人
か
ら
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
地
下
水
の
採
取
と
地
盤
沈

下
へ
の
取
組
み
「
み
ん
な
の
地
下
水
」
に

つ
い
て
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
い
た
だ
い
た
意
見
や
質
問
の

中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

の
他
に
い
た
だ
い
た
質
問
や
意
見
も
、
今

後
の
市
政
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

地
下
水
・
地
盤
沈
下

Ｑ
地
下
水
の
利
用
に
つ
い
て
、
循
環
方

式
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
地
下
水
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
循
環

方
式
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ

り
、
担
当
課
で
も
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。
循
環
方
式
を
採
用
で
き
た
ら
よ
い

の
で
す
が
、
一
度
流
れ
た
も
の
を
地
下

に
再
度
入
れ
直
す
と
い
う
循
環
方
式
は
、

汚
染
、
設
備
投
資
な
ど
を
考
え
る
と
難

し
い
で
す
。

Ｑ
粘
土
層
と
は
、
六
日
町
地
域
の
特
徴

的
な
地
層
な
の
か
？ 

ま
た
、
粘
土
層

か
ら
地
下
水
が
外
に
出
て
し
ま
う
と
元

に
戻
る
こ
と
は
な
い
の
か
？ 

地
下
水

を
補
給
す
る
と
か
、
魚
野
川
の
水
を
地

下
に
入
れ
る
計
画
な
ど
は
な
い
の
か
？

Ａ
六
日
町
駅
周
辺
の
市
街
地
は
、
山
に

囲
ま
れ
て
お
り
、
水
分
が
豊
富
な
粘
土

層
が
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

大
和
・
塩
沢
地
域
は
砂
利
層
が
広
く
分

布
し
て
い
る
た
め
、
地
盤
沈
下
は
起
き

て
い
ま
せ
ん
。

　
一
度
沈
下
し
た
粘
土
層
は
、
あ
る
程

度
戻
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
完
全
に

元
に
戻
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

魚
野
川
か
ら
の
取
水
に
つ
い
て
は
、

水
利
権
や
水
源
、
経
費
な
ど
の
課
題
が

多
く
、
今
の
と
こ
ろ
計
画
し
て
い
ま
せ

ん
。

Ｑ
下
水
道
管
に
対
す
る
地
盤
沈
下
の
影

響
調
査
に
つ
い
て
、
地
盤
沈
下
が
緩
や

か
な
地
点
を
通
る
下
水
道
管
に
被
害
が

な
い
の
は
わ
か
る
が
、
地
盤
沈
下
の
激

し
い
地
点
を
通
る
下
水
道
管
に
も
被
害

が
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
不
可
解
に

感
じ
る
。
な
ぜ
か
。

Ａ
下
水
道
管
の
多
く
は
、
道
路
な
ど
の

下
に
１
．５
～
５
ｍ
程
度
の
深
さ
で
埋

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
盤
沈
下
は
、
そ

れ
よ
り
も
深
い
粘
土
層
の
収
縮
に
よ
っ

て
起
こ
る
現
象
で
す
。
こ
の
た
め
、
沈

下
す
る
粘
土
層
の
上
に
あ
る
マ
ン
ホ
ー

ル
や
下
水
道
管
は
道
路
な
ど
と
一
緒
に

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
沈
下
し
、
破
断
な

ど
が
起
き
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

Ｑ
今
回
の
施
策
が
１
０
０
％
う
ま
く
い

く
か
は
わ
か
ら
な
い
。
今
回
の
施
策
の

効
果
が
あ
っ
た
と
判
断
す
る
の
は
い
つ

ご
ろ
に
な
る
の
か
。
判
断
基
準
は
ど
う

す
る
の
か
。

Ａ
地
下
水
を
使
い
続
け
る
限
り
沈
下
量

が
０
に
な
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
で
き

る
だ
け
沈
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。
目
標
沈
下
量
は
、
最
大
で
年
２
㎝

以
下
で
す
。

　
沈
下
量
は
降
雪
量
の
影
響
を
受
け
る

た
め
、
年
ご
と
に
差
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
平
成
１８
年
豪
雪
の
時
は
地

下
水
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
く
、
６
㎝
程

度
下
が
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
少
雪

だ
っ
た
昨
年
は
０
．７
㎝
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
検
証
期
間
は
１０
年
を
指

標
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
１０
年
で
２０

㎝
以
下
、
年
平
均
で
２
㎝
以
下
と
な
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
間
欠
運
転
機
能
付
き
降
雪
検
知
器
の

設
置
に
よ
り
、
無
駄
な
散
水
を
な
く
す

と
あ
る
が
、
降
雪
量
に
応
じ
て
散
水
量

を
調
節
す
る
イ
ン
バ
ー
タ
ー
式
の
も
の

を
設
置
し
た
方
が
細
か
く
散
水
量
を
調

整
で
き
て
節
水
効
果
が
見
込
め
る
と
考

え
る
。
検
討
は
し
な
い
の
か
。

Ａ
一
般
家
庭
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
な

も
の
が
あ
れ
ば
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
式
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉

Ｑ
学
童
保
育
の
申
込
み
を
し
た
が
、
入

所
待
機
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
核
家
族
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の
我
が
家
よ
り
も
、
祖
父
母
が
い
る
２

世
帯
家
族
の
知
り
合
い
の
方
が
、
優
先

度
が
高
か
っ
た
。
そ
の
お
宅
の
祖
父
母

は
、
介
護
が
必
要
で
あ
っ
た
り
病
気

だ
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
健
康
で

あ
る
。
不
公
平
さ
を
感
じ
る
。

Ａ
優
先
度
に
つ
い
て
、
ど
う
い
っ
た
点

数
の
付
け
方
を
し
て
い
る
か
は
、
個
々

の
事
例
で
あ
り
お
話
し
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
一
番
重
点
を
置
い

て
い
る
と
こ
ろ
は
、
学
年
で
す
。
１
・

２
年
生
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
全

員
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
来
年
度
以
降
の
学
童
保
育
の
待
機
状

況
は
ど
う
な
る
の
か
。
多
世
帯
家
族
、

核
家
族
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
優
先
度

を
決
め
て
ほ
し
い
。

Ａ
多
世
帯
家
族
に
つ
い
て
は
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
優
先

度
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
基
に
し
て
い
ま

す
。

教
育
・
文
化

Ｑ
石
打
丸
山
ス
キ
ー
場
の
ハ
ー
フ
パ
イ

プ
の
経
営
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う

な
関
わ
り
方
か
。
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
に
リ

フ
ト
券
の
市
民
割
引
な
ど
を
行
う
べ
き

だ
と
思
う
が
。

Ａ
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
は
県
で
設
置
す
る
予

定
で
し
た
が
、
県
か
ら
１
億
円
の
補
助

金
が
あ
り
市
で
設
置
し
ま
し
た
。
世
界

大
会
を
行
え
る
規
模
の
施
設
で
、
維
持

費
は
利
用
料
で
ま
か
な
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
リ
フ
ト
券
に
つ
い
て
は
、
高
校

生
ま
で
市
民
割
引
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
共
生

Ｑ
上
町
エ
コ
住
宅
に
つ
い
て
、
事
業
実

施
後
に
売
り
渡
す
と
聞
い
て
い
た
が
、

そ
の
後
の
報
告
が
出
て
い
な
い
よ
う
だ
。

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
結
果
は
ど
う

で
あ
れ
、
も
う
少
し
検
証
を
し
た
方
が

よ
い
と
思
う
が
。

Ａ
風
力
、
地
下
水
熱
、
太
陽
光
に
つ
い

て
検
証
を
行
い
ま
し
た
。
太
陽
光
に
つ

い
て
は
一
定
の
効
果
が
み
ら
れ
、
結
果

を
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
、
補
助

金
対
象
と
し
ま
し
た
。
そ
の
他
は
、
効

果
が
み
ら
れ
ず
結
果
の
公
表
に
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
有
識
者
か
ら
は
、
検
証
の

継
続
を
勧
め
る
意
見
は
で
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
住
宅
を
公
売
に
出
し
ま
し
た

が
応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

都
市
基
盤

Ｑ
空
き
家
対
策
と
高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
の
対
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

Ａ
空
き
家
対
策
は
、
状
況
確
認
に
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
が
、
宅
建
協
会
と
協

定
を
結
び
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
独
居
世
帯
に
つ
い
て
は
、

郵
政
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
参
考
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
振
興

Ｑ
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
若
者
の
就
職
先
が
な

い
た
め
帰
っ
て
こ
れ
な
い
。
以
前
は
、

企
業
誘
致
を
し
て
い
た
が
、
最
近
は
し

て
い
な
い
気
が
す
る
。

Ａ
市
内
に
就
職
先
が
少
な
い
の
で
は
な

く
、
若
者
が
求
め
る
職
が
少
な
い
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｉ
Ｔ

パ
ー
ク
な
ど
を
含
め
た
政
策
や
、
市
内

企
業
を
伸
ば
し
て
い
く
政
策
な
ど
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
・
市
民
参
画　

Ｑ
万
が
一
、
原
発
で
事
故
が
あ
っ
た
時

の
影
響
範
囲
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
避

難
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

Ａ
南
魚
沼
市
は
避
難
区
域
外
で
す
。
影

響
が
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の

地
区
ま
で
が
逃
げ
れ
ば
よ
い
と
断
定
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
燕
市
、
山
形
県
米
沢
市
、

埼
玉
県
坂
戸
市
・
深
谷
市
、
千
葉
県
い

す
み
市
と
災
害
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

協
定
先
の
自
治
体
に
避
難
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

参加人数
地域 会場 参加人数

大　和

東地域開発センター、雪国おくに
じまん会館、薮神地域コミュニ
ティセンター まほろば、大崎農
業会館、辻又地域多目的セン
ター、後山集落センター

153人

六日町

五十沢地域開発センター、城内地
域開発センター、市民会館、大巻
地域開発センター、ふれ愛支援セ
ンター

154人

塩　沢

上田農村環境改善センター、中之
島農村環境改善センター、石打小
学校、清水ふれあい会館、塩沢勤
労者体育センター、栃窪集落セン
ター

125人

合　　　計 432人
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人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
～

問
法
務
局 
南
魚
沼
支
局

　
☎
７
７
２－

２
１
６
４

・�

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
離
婚
・
相
続

な
ど
）、
親
族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご

と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

・�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、
外
国
人

差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題

相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

１２
月
３
日
㈰

時
午
後
１
時
～
４
時

会
市
民
会
館
２
階 

講
座
室
１

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
岡
村 

光
枝
〔
五
日
町
〕

　
☎
７
７
６

－

２
８
７
５

・
若
山 

文
雄
〔
栄
町
〕

　
☎
７
７
３

－

６
５
４
０

・
若
井 

健
一
〔
新
堀
新
田
〕

　
☎
７
７
５

－

３
２
９
３

・
齋
藤 

ユ
キ
エ
〔
津
久
野
〕

　
☎
７
７
２

－

３
６
８
６

１２
月
５
日
㈫

時
午
後
１
時
～
４
時

会
湯
沢
町
公
民
館
〔
湯
沢
町
大
字
湯
沢
〕

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
樋
口 

伸
一
郎
〔
湯
沢
町
湯
沢
〕

　
☎
７
８
４

－

２
７
７
３

・
駒
形 

虎
次
郎
〔
湯
沢
町
神
立
〕

　
☎
７
８
５

－

５
３
３
８

１２
月
９
日
㈯

時
午
後
１
時
～
４
時

会
湯
之
谷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
〔
魚
沼
市
井
口
新
田
〕

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
関 

要
悟
〔
魚
沼
市
古
新
田
〕

　
☎
０
２
５

－

７
９
２

－

４
４
９
７

・
田
村 

ふ
み
子
〔
魚
沼
市
青
島
〕

　
☎
０
２
５

－

７
９
２

－

１
６
７
１

人
権
講
演
会

「
ダ
イ
ア
ン
か
ら
見
た
日
本

　

～
笑
い
で
世
界
を

�

ひ
と
つ
に
～
」

問�
・
申
新
潟
県 

福
祉
保
健
部 

福
祉
保

健
課 
人
権
啓
発
室

　
☎
０
２
５－
２
８
０－

５
１
８
１

日
１１
月
２６
日
㈰

　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

会�

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
２１ 

６
階 
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ

〔
新
潟
市
中
央
区
西
堀
通
〕

講
ダ
イ
ア
ン
吉き

ち
日じ

つ
さ
ん

　
（
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
落
語
家
）

費
無
料

定
２
０
０
人
（
先
着
順
）

他
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

※�

講
演
前
の
午
前
１１
時
～
正
午
に
、「
全

国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
新
潟

県
大
会
表
彰
式
」
を
開
催
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

人
権
を
大
切
に
す
る

県
民
の
つ
ど
い

問�

新
潟
県 

福
祉
保
健
部 

福
祉
保
健
課 

人
権
啓
発
室

　
☎
０
２
５－

２
８
０－

５
１
８
１

日
１２
月
３
日
㈰

　
午
前
１１
時
～
午
後
２
時
４５
分

会�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
潟
南
１
階 

マ
リ
ン

コ
ー
ト
〔
新
潟
市
江
南
区
下
早
通
柳

田
〕

内�

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
紙
芝
居
、
新
潟

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｃ
選
手
サ
イ
ン
会
、

押
し
花
し
お
り
作
り
体
験
教
室
な
ど

費
無
料　
申
不
要

他�

１２
月
２
日
㈯
～
１０
日
㈰
に
会
場
横
で

「
じ
ん
け
ん
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催

市
民
講
演
会

「
笑
い
で
認
知
症
予
防
」

問�

市
民
病
院 

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー

　
☎
７
７
２－

２
６
０
４

　
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
を
学
び
ま
す
。
講
師
に
よ
る
落

語
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
１２
月
９
日
㈯　
午
後
２
時
～
４
時

　
（
受
付
：
午
後
１
時
３０
分
～
）

会�

市
民
会
館 
多
目
的
ホ
ー
ル

費
無
料　
　
申
不
要

講�

演
①　
「
笑
い
で
認
知
症
予
防
」
～
み

ん
な
で
学
ぶ
認
知
症
～

講�

新に
い
里ざ

と
和
弘
さ
ん
（
東
京
都
立
松
沢
病
院

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長
）

講
演
②　
認
知
症
ケ
ア
の
最
新
情
報

「
Ｄ
カ
フ
ェ
」
～
認
知
症
の
人
と
介
護

者
た
ち
の
語
ら
い
＆
休
息
の
場
～

講�

竹
内
弘
道
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
カ

フ
ェ
ｎネ

ッ

ト

ｅ
ｔ
代
表
理
事
）

談�

話　
「
み
ん
な
が
集
ま
る
魅
力
あ
る
カ

フ
ェ
と
は
」（
座
長
：
宮
永
和
夫
）

落�

語　
創
作
認
知
症
落
語
（
安
楽
亭
く

し
ゃ
み
）

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

参
加
者
募
集

問
・
申
塩
沢
公
民
館

　
☎
７
８
２－

０
１
０
０

　
正
月
の
お
も
て
な
し
料
理
と
し
て
、
カ

ラ
フ
ル
押
し
寿
司
、
チ
キ
ン
ロ
ー
ル
、
洋

風
栗
き
ん
と
ん
を
作
り
ま
す
。

日
１２
月
７
日
㈭

・
午
前
の
部
：
午
前
１０
時
～
正
午

・
午
後
の
部
：
午
後
１
時
３０
分
～�

�

３
時
３０
分

会�

塩
沢
公
民
館
２
階 

調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

講
宮
田 

悠は
る
かさ

ん

費
８
０
０
円
（
当
日
集
金
）

持�

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、
台
ふ

き
、
持
ち
帰
り
用
器
、
筆
記
用
具

定�

午
前
・
午
後
の
部 

各
２０
人
（
先
着
順
）

申
１１
月
１７
日
㈮
～
２４
日
㈮
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心
の
健
康
相
談
会

問�
・
申
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康
福

祉
環
境
部 
地
域
保
健
課

　
☎
７
７
２－

８
１
３
７

　
「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ
こ
も
り

が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ
い
か
気
持
ち
が

沈
む
」「
お
年
寄
り
の
も
の
忘
れ
」「
認
知

症
」
な
ど
…
。

　
こ
れ
ら
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
や
そ
の

家
族
な
ど
の
相
談
に
、
専
門
医
（
精
神

科
）
が
応
じ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守

ら
れ
ま
す
。

日
１２
月
１２
日
㈫　
午
後
２
時
～
４
時

会�

湯
沢
町
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

　
〔
湯
沢
町
大
字
湯
沢
〕

費
無
料

申
事
前
予
約
が
必
要

※�

精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合
は
、
相

談
し
て
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

南魚沼地域自殺対策キャッチフレーズ
育てます 命を守る 地域の絆

きづなちゃん
こころちゃん

ビ
ジ
ネ
ス
講
演
会

「
南
魚
沼
市
技
術
開
発
懇
談
会
」

問�

・
申
南
魚
沼
市
地
域
産
業
支
援
連
絡

協
議
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課 

商

工
振
興
班
）

　
☎
７
７
３－

６
６
６
５

　
長
岡
技
術
科
学
大
学
と
新
た
な
技
術
を

共
同
開
発
し
た
ウ
エ
ノ
テ
ッ
ク
ス
株
式
会

社
〔
上
越
市
〕
の
上
野
社
長
が
、
産
学
連

携
の
活
用
に
よ
る
製
品
開
発
に
つ
い
て
講

演
し
ま
す
。

　
長
岡
技
術
科
学
大
学
、
新
潟
大
学
、
に

い
が
た
産
業
創
造
機
構
が
県
内
企
業
と
取

り
組
ん
だ
産
学
連
携
の
事
例
に
つ
い
て
の

発
表
も
あ
り
ま
す
。

日
１２
月
１３
日
㈬　
午
後
２
時
～
４
時
４５
分

会�

図
書
館 

多
目
的
室

基
調
講
演

　
「
困
っ
た
と
き
の
大
学
、
公
設
試
！ 

産

学
官
連
携
活
用
に
よ
る
製
品
開
発
」

講�

上
野
光み

つ
陽は

る
さ
ん
（
ウ
エ
ノ
テ
ッ
ク
ス
株

式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長
）

産
学
連
携
の
事
例
発
表
会

発�

表
者　
長
岡
技
術
科
学
大
学
、
新
潟
大

学
、
に
い
が
た
産
業
創
造
機
構

※
事
例
発
表
会
後
、
個
別
相
談
可

費
無
料

定
５０
人
（
先
着
順
）

〆
１２
月
４
日
㈪

普
通
救
命
講
習
会

問�

・
申
消
防
署 

大
和
分
署 

庶
務
係

　
☎
７
７
９－
４
６
０
０

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
応
急
手
当

を
学
び
ま
せ
ん
か
？ 

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
扱

い
な
ど
、
実
技
を
中
心
に
し
た
講
習
会
で

す
。
受
講
者
に
は
終
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
１２
月
３
日
㈰　
午
前
９
時
～
正
午

会�

消
防
署 

大
和
分
署

定
３０
人
程
度

費
無
料

※�

実
技
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ

い上
級
救
命
講
習
会

問�

・
申
消
防
本
部 

警
防
課 

救
急
係

　
☎
７
８
２－

５
３
３
１

　
普
通
救
命
講
習
の
内
容
に
加
え
て
止
血

法
、
傷
病
者
管
理
法
、
外
傷
手
当
の
要
領

や
搬
送
法
な
ど
の
講
義
と
実
技
を
行
い
ま

す
。
受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

日
１２
月
９
日
㈯

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

会�
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
３０
人
程
度

費
無
料

※�

実
技
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ

い
。
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い

国
際
情
報
高
校

Ｓ
Ｇ
Ｈ
成
果
発
表
会

問�

・
申
新
潟
県
立
国
際
情
報
高
等
学
校 

Ｓ
Ｇ
Ｈ
課
（
茂
木
）

　
☎
７
７
７－

５
３
７
０

m
ogi.w

akako@
nein.ed.jp

　
国
際
情
報
高
校
で
は
、
平
成
２７
年
度
に

文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）」
の
指
定
を
受

け
、「【
雪
国　
米
ど
こ
ろ
魚
沼
】
の
世
界

発
信
を
通
じ
た
人
材
育
成
」
と
い
う
構
想

の
も
と
、
課
題
研
究
を
通
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
活
動
内
容
を
発
表
す
る
Ｓ
Ｇ

Ｈ
成
果
発
表
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日�

１２
月
８
日
㈮

　
午
後
０
時
４０
分
～
４
時
１０
分

　
（
受
付
：
午
後
０
時
４０
分
～
１
時
）

会�

新
潟
県
立
国
際
情
報
高
等
学
校

第
１
部
（
午
後
１
時
～
）

　
生
徒
活
動
報
告
（
１
・
２
年
生
に
よ
る

魚
沼
学
の
発
表
）

第
２
部
（
午
後
３
時
１０
分
～
）

　
講
評
と
基
調
講
演

講�

林 

茂
男
（
南
魚
沼
市
長
）

申�

電
話
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
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ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

「
ほ
く
ほ
く
列
車
の
市
」

問
ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ
事
務
局

　
（
田
村
）

　
☎
０
９
０－

４
９
４
３－

６
１
２
８

　
人
気
の
パ
ン
屋
さ
ん
を
乗
せ
た
パ
ン
列

車
が
、
上
越
市
の
く
び
き
駅
ま
で
運
行
し

ま
す
。
十
日
町
駅
で
は
、
午
前
９
時
か
ら

手
作
り
品
な
ど
の
マ
ル
シ
ェ
（
市
）
を
開

催
し
ま
す
。

日
１２
月
３
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
２
時
３０
分

停
車
駅
の
着
・
発
時
刻

十
日
町
駅

午
前
８
時
５７
分
着
、
９
時
５３
分
発

（
５６
分
停
車
）

六
日
町
駅

午
前
１０
時
６
分
着
、
１０
時
４７
分
発

（
４１
分
停
車
）

虫
川
大
杉
駅

午
前
１１
時
２１
分
着
、
午
後
０
時
２
分
発

（
４１
分
停
車
）

く
び
き
駅

午
後
０
時
１０
分
着
、
０
時
５１
分
発

（
４１
分
停
車
）

ま
つ
だ
い
駅

午
後
１
時
１６
分
着
、
２
時
１０
分
発

（
５４
分
停
車
）

六
日
町
駅

午
後
２
時
３３
分
終
着

※�

乗
車
に
は
乗
車
券
、
ホ
ー
ム
入
場
に
は

入
場
券
が
必
要

列
車
に
関
す
る
問
合
せ

　
北
越
急
行
㈱

　
☎
０
２
５

－

７
５
２

－

０
７
７
０

「
く
ら
し
塾
」
開
催

問
六
日
町
商
工
会

　
☎
７
７
２－

２
５
９
０

　
洗
濯
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
や

お
い
し
く
見
え
る
ケ
ー
キ
の
切
り
方
な
ど

の
日
常
生
活
に
役
に
立
つ
技
や
コ
ツ
を
専

門
の
商
工
業
者
が
講
師
と
な
っ
て
教
え
ま

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
六
日
町
商
工
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
１１
月
２６
日
㈰

　
午
前
１１
時
～
午
後
３
時

　
（
１
講
義
３０
分
～
１
時
間
程
度
）

会�

六
日
町
商
工
会
駐
車
場 
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
２
０
１
７
会
場
内

講
市
内
の
商
工
業
者

放
送
大
学

平
成
３０
年
度
４
月
生
募
集

問
・
申
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
５－

２
２
８－

２
６
５
１

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
３０
年
度
第
１
学

期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。
１
科
目
か
ら
の
履
修
や

学
士
（
教
養
）
の
学
位
取
得
が
で
き
、
特

定
分
野
を
体
系
的
に
学
ぶ
「
放
送
大
学
エ

キ
ス
パ
ー
ト
」
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
「
働
き
な
が
ら
学
び
た
い
」「
学
び
を
楽

し
み
た
い
」
な
ど
、
興
味
の
あ
る
人
は
、

電
話
か
放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
資
料

を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

第
１
回
出
願
期
限

　
平
成
３０
年
２
月
２８
日
㈬

第
２
回
出
願
期
限

　
平
成
３０
年
３
月
２０
日
㈫

南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営

協
会 

職
員
募
集

問�

・
申
職
業
訓
練
法
人
南
魚
沼
職
業
能

力
開
発
運
営
協
会 

総
務
係
（
魚
沼

サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
）

　
〒
９
４
９－

６
６
１
５

　
南
魚
沼
市
西
泉
田
４８
番
地
１

　
☎
７
７
２－

４
５
５
４

職
種
・
採
用
予
定
人
数

事�
務
職
員
（
一
般
事
務
、
教
務
事
務
、
施

設
管
理
な
ど
の
業
務
）

　
正
職
員
（
管
理
職
候
補
）
１
人

応
募
資
格

　

昭
和
４２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

大
学
を
卒
業
し
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
人

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

試
験
内
容
と
試
験
日

１�

次
試
験

　
筆
記
試
験
（
一
般
教
養
試
験
、小
論
文
）

日
平
成
３０
年
１
月
２８
日
㈰

２�

次
試
験

　
面
接
試
験
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

日
平
成
３０
年
２
月
７
日
㈬

採
用
予
定
日

　
平
成
３０
年
４
月
１
日
以
降

申�

受
験
申
込
書
（
６
か
月
以
内
に
撮
影
し

た
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
の
写
真
を
添
付
）、

履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
、
卒
業
証
明
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
受
験
申
込
書
」
は
、魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ

ク
ス
ク
ー
ル
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
希
望
者

は
郵
便
切
手
８２
円
（
速
達
希
望
は
要
加

算
）
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
受
験
申
込
書
」
と
「
募
集
要
項
」
は
、

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〆�

平
成
３０
年
１
月
１５
日
㈪　

午
後
５
時

（
持
参
・
郵
送
と
も
必
着
）

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
１２
月
２９
日
㈮
～

平
成
３０
年
１
月
３
日
㈬
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
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南魚スポーツパラダイス
平成29年度　第3期（1月～ 3月）　陸の教室参加者募集
受講料
【スポパラ会員】 新　規 …�今年度初めて受講する教室は、すべて無料。「楽しいキッズダンス教

室」のみ、受講者が未就学児で保護者が会員の場合は820円。
　　　　　　　　 再受講 …�第1期、第2期に受講し、第3期に再受講する教室は、各2,050円。

「しなやかボディ教室」のみ3,080円。
【一般】各4,110円。「しなやかボディ教室」のみ5,140円。
※�「ボディメイキング教室」を火・金曜教室ともに受講する場合は、2教室目は会員2,050円、一般4,110円
教室回数　全10回

スポーツ教室　体育寺子屋【冬期】初心者アルペンスキー教室
　初めてスキーをする子どもたち、やっとスキーに乗れる子どもたち集まれ！ 初心者を対象とし
たアルペンスキー教室を行います。
日平成30年1月13日～ 2月10日の毎週土曜日（全5回）　9：30～ 11：30
会市内スキー場（詳しくは、申込書をご覧ください）	　対アルペンスキー初心者の小学生
定 40人						      　費スポパラ会員：1,540円、一般：4,110円
他別途リフト代が必要					    　申込開始　12月5日㈫ 　9：00

・�「ワン’Sブートキャンプ」以外の受付は、先着順です。各教室とも定員に達し次第締め切ります
・�教室の詳しい内容などは、ディスポート南魚沼で配布する募集要項をご覧ください。不明な点は、
スポパラ事務局まで
・日程は、都合で変更する場合があります　
・保険料は、年会費と受講料に含まれます（申込み教室のみ有効）

〒949－6611 南魚沼市坂戸372
ディスポート南魚沼内
スポパラ　　　☎773－3210
ディスポート　☎773－6620公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

教室名 開催曜日・
開始時間

教室
初日 教室内容 申込開始

ボディメイ
キング教室

火曜夜 火 19：00 1/ 9 バランスボールを使って身体の歪みなど
を整えます。

11/28㈫ 
9：00

金曜昼
金

10：00
1/12 12/ 1㈮ 

9：00フラダンス教室 11：00 ハワイの伝統舞踊を楽しく踊ります。
しなやかボ
ディ教室

初心者
土

10：05
1/ 6 ヨガ・ピラティスを取り入れた運動で、

しなやかな体をめざします。
11/25㈯ 
9：00経験者 9：00

リズム体操教室 火 13：00 1/ 9 軽快なリズムに合わせて、楽しく体を動
かします。

11/28㈫ 
9：00

女性限定
リフレッシュ教室
（託児あり）

木

10：30

1/11

運動で汗をかいてリフレッシュ ! 出産・
育児で運動をしていなかった人にも最適
です。［託児は、会員・一般とも全10回
1人あたり3,080円］ 11/30㈭

9：00らくらく青竹教室 13：00 青竹踏みを行う教室です。運動経験の少
ない人も安心です。

楽しいキッズ
ダンス教室

4歳～小1 17：30 4歳から始められる楽しいヒップホップ
ダンス教室です。小2～小3 18：30

ワン’Sブートキャ
ンプ 火 20：30 1/ 9 アメリカ仕込みの本格トレーニングを行

います。
11/28㈫
 9：00

※「ワン’Sブートキャンプ」は、12月12日㈫17：00から抽選
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南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０

－

１

　
南
魚
沼
市
役
所

秘
書
広
報
課
行
　（
市
政
ポ
ス
ト
）

料金受取人払郵便

六日町局承認

56

平成29年11月15日から
平成30年11月14日まで
切手をはらずに
お出しください

キ リ ト リ 線

9 4 9 6 6 9 0

差出有効期間

キ リ ト リ 線

山 折 り

山

折

り

山 折 りキ リ ト リ 線

山

折

り

この上に重ねてはりつけてください

この上に重ねてはりつけてください

こ
の
上
に
重
ね
て
は
り
つ
け
て
く
だ
さ
い

市政ポスト
利用時のお願い

南魚沼市民会館 受付8：30 ～ 17：15
11月の休館【毎週月曜日】

☎773－5500  Ｆ772－8161  0120－150－142
URL http：//www.6bun.jp/kaikan/

10th．うおぬまL
リ リ カ

iricaコンサート
歌声喫茶うおぬまL

リ リ カ

irica ～聖なる響きを添えて～
　「アヴェ・マリア」「クリスマスメドレー」など、ク
リスマスにちなんだ名曲をリリカと少年少女合唱団が
歌います。
日12月３日㈰　14：00～（開場13：30）
会市民会館 多目的ホール
出演　指揮・ソロ：鈴木規子　ピアノ：上村明子
　　　合唱：南魚沼市民合唱団うおぬまLirica
　　　　　　南魚沼市少年少女合唱団
￥全席自由　一般800円　※チケット発売中
　　　　　　高校生以下無料（要整理券）

棟方志功アートステーション 開館9：00 ～ 17：00
（入館16：30まで）

11月の休館【21日㈫～ 24日㈮】
☎ 770－1173　Ｆ 770－1183　￥大人500円／小中高250円
URL http：//www.m-uonuma.jp/m-artstation/

棟方志功の板画と肉筆画展
期11月25日㈯～平成30年3月21日（水・祝）
　「棟方作品をもっとたくさん見たい」という多くの
要望にお応えして、棟方志功作品だけを数多く展示。
人気のある美人画や貴重な肉筆画の数々を、ぜひご覧
ください。

今泉記念館アートステーション 開館9：00 ～ 17：00
（入館16：30まで）

11月の休館【6日㈪～ 9日㈭】
☎ 783－4500　Ｆ 783－3388　￥一般500円／小中高250円
常設展　～彫る　摺

す

る　画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期平成30年2月25日㈰まで

日本美術院創立120年展
～横山大

た い

観
か ん

から大矢紀
の り

まで～
　日本画壇をリードしてきた日本美術院が、平成30
年に創立120周年を迎えることを記念して開催。現
在も活躍している新潟県出身の大矢紀の花鳥画など、
珠玉の日本画を展示。

版画にみる哀愁展
　4人の作家による「哀愁」をテーマとした石版画と
銅版画を展示。女性の憂

うれ

いを含んだ、印象的な表情の
作品などを、ぜひご覧ください。

トミオカホワイト美術館 開館9：00 ～ 17：00
（入館16：30まで）

11月の休館【15日㈬、20日㈪～24日㈮、29日㈬】
☎775－3646　Ｆ775－3650

￥一般500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

富岡惣一郎　「水
み な

面
も

－光と影－」
期11月19日㈰まで
　開催期間も残りわずかです。光によって刻々と変わ
る水面や、そこに写し出される影をとらえた水シリー
ズの作品などを展示中。ぜひご覧ください。
　11月25日㈯からは、富岡惣一郎「山と木立」と
「トミオカ南魚県展2017」を同時開催します。

雪文化3館提携25周年記念特別展
天の恵みをいただいて～水・光・風～

酒井建・松田昇写真展
期11月19日㈰まで
　自然の恵みから生まれた魚沼の風景を展示。
※会期中、南魚沼市民は観覧無料

池田記念美術館 入館9：00 ～ 17：00
（入館16：30まで）

11月の休館【水曜日、23日（木・祝）、24日㈮】
☎ 780－4080  Ｆ 777－3815  URL http：//www.ikedaart.jp

￥大人500円／高校生以下無料

はり絵作家・岡田清和展
期11月25日㈯～ 12月24日㈰
　妙高市在住で、聴覚・知的障がいがありながら、は
り絵作家として
活躍する岡田清
和さん。ふるさ
と妙高の風景や
花や動物たちを、
抜群の色彩感覚
で表現していま
す。市内の小中
学生が選んだ作
品を含め、� 約70
点を展示。

岡田清和「春のサンシュユ」
2016年制作

『北越雪譜』挿絵紹介 その27
　吹雪の中、棺に襲いかかる大
猫を雲洞庵十世の北

ほっ

高
こう

和
お

尚
しょう

が
鉄の如

にょ

意
い

（仏具の一種）で一撃
を与え、退治しました。その時
に大猫の血がかかった衣は「火

か

車
しゃ

落としの袈
け

裟
さ

」といい、今
も雲洞庵に伝えられています。

鈴木牧之記念館 開館9：00 ～ 16：30
11月の休館【21日㈫、28日㈫】

☎・Ｆ 782－9860　 URL http：//www.6bun.jp/bokushi/
￥大人500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

「北
ほっ

高
こう

禅
ぜん

師
じ

勇
ゆうきのず

気図」部分

10市報 みなみ魚沼　　平成29年11月15日発行



12月 にこにこ広場カレンダー
にこにこ広場は、入園前のお友だちが対象です。各保育園のにこにこ広場にでかけてみませんか。
日 曜日 園名・電話番号 時間 内容 注意

5 火
大崎� ☎779－2762

9：45 ～ 10：45

りす組とクリスマスダンスを楽しもう 保
険
料
一
人
１０
円
が
必
要
。

問
合
せ
は
、
各
保
育
園
ま
で
。

上長崎� ☎782－1184 一緒に遊ぼう
石打� ☎783－3624 お遊戯と遊び

6 水
赤石� ☎779－3008 歌って踊ろう
あおば� ☎775－2274 ホールで遊びましょう　おわりの会

7 木

三用� ☎779－3051 保育園で遊ぼう
西五十沢�☎772－3044 10：00 ～ 10：45 ミニミニ発表会を楽しもう
舞子� ☎782－0436 9：45 ～ 10：45 みんなで踊ろう
上関� ☎783－2956 10：00 ～ 11：00

クリスマス製作
12 火 四十日� ☎776－3551 9：45 ～ 10：45
13 水 塩沢� ☎782－1520 9：30 ～ 10：30

14 木
上原� ☎775－2114 9：45 ～ 10：45
宮� ☎774－2066

10：00 ～ 11：00
八幡� ☎772－2715 クリスマスを楽しもう

６５
歳
か
ら
の
「
水
中
運

動
教
室
（
３
期
）」

参
加
者
募
集

問�

・
申
南
魚
沼
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
３－

６
６
７
５

　
水
中
運
動
は
、
腰
や
膝
に
負
担

を
か
け
ず
に
筋
肉
を
鍛
え
、
心
臓

や
肺
の
機
能
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日�

平
成
３０
年
１
月
９
日
～
３
月
２０

日
の
毎
週
火
曜
日
（
全
１０
回
）

　
※
２
月
１３
日
㈫
は
除
く

時
午
後
２
時
～
３
時

対
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上

内�

水
中
歩
行
と
ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
（
水
中
運
動
）

会
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

費
１
回
３
０
０
円

〆
１２
月
１２
日
㈫

臨
床
心
理
士
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

～
秘
密
厳
守
～

問�

・
申
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
３－
６
６
１
６

�

［
相
談
専
用
］

　
あ
な
た
が
抱
え
る
悩
み
を
、
臨

床
心
理
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

対�

市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ

も
り
・
不
登
校
・
発
達
障
が
い

な
ど
に
悩
む
義
務
教
育
終
了
～

３９
歳
の
若
者
・
家
族

日
①
１２
月
７
日
㈭

　
　
午
前
１０
時
～
１１
時

　
②
１２
月
１８
日
㈪

　
　
午
後
２
時
～
３
時

会�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
１
階 

相
談
室

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〆
①
１２
月
５
日
㈫

　
②
１２
月
１４
日
㈭

他�

相
談
員
に
よ
る
電
話
相
談
・
来

所
相
談
に
、
随
時
応
じ
ま
す

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

問
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

　
☎
７
７
３－
６
６
１
０

　

子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）

を
広
げ
よ
う
！ 

気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
初
め
て
や
里
帰
り
、

上
の
子
を
連
れ
た
人
も
大
歓
迎
で

す
。五

十
沢
地
区

第
４
回
そ
だ
ち
学
級

期
１２
月
９
日
㈯

時
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
五
十
沢
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

内
み
ん
な
集
ま
れ
ク
リ
ス
マ
ス

対�

０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
や
祖
父
母
な
ど

費
一
人
１０
円
（
保
険
料
）

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

※�

動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ

問
保
健
課 

母
子
保
健
班

　
☎
７
７
３－
６
８
１
１

　
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も

の
育
て
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
保

護
者
や
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
の
集
ま
り
で
す
。

毎
月
１
回
の
開
催
で
、
情
報
交
換

や
ミ
ニ
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
１２
月
７
日
㈭

　
午
前
１０
時
～
１１
時

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

内
フ
リ
ー
ト
ー
ク

申
不
要

参
加
者
の
感
想

・�
悩
み
を
話
せ
て
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。

・�‌

同
じ
悩
み
を
持
っ
た
人
に
も
気

軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。
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保育園 あそびの広場� 公設民営・私立保育園詳しくは各施設にお問い合わせください

園名［電話番号］ 内　　容 日程（祝日は除く） 時　　間

浦佐認定
こども園

［☎777-5560］

自由来館 木・日曜日以外 10：00～ 16：00
体を動かして遊ぼう 月曜日

10：00～ 11：30
※�詳しくは、医療
法人萌気会のウェ
ブサイトか、子育
て支援だより「ひ
だまり」をご覧く
ださい

絵本で遊ぼう 火曜日
作って遊ぼう 水曜日
わらべうたで遊ぼう・英語で遊ぼう 金曜日
支援ルーム・ホール・園庭で遊ぼう 土曜日
身体測定 毎月２回
誕生日会・ピラティス 毎月開催

上　　町
［☎773-6187］

英語で遊ぼう（要予約） 毎月第２木曜日
10：00～ 11：30

めごちゃん（要予約） 毎月第４木曜日

めぐみ野
［☎773-5257］

にこにこデー 火・木曜日
10：00～ 11：00

おたのしみ会 毎月第２木曜日
お誕生会・身体測定 毎月最終木曜日 15：30～ 16：00

野の百合
［☎772-2627］

支援センター開放 月～土曜日

9：45～ 15：00
身体測定 月曜日
ひよこ学級（たのしく手作り） 火曜日
ひよこちゃんデー（園児との遊び） 水・木曜日
お誕生会・ハーブ＆カフェ 毎月開催
運動あそび

金曜日
9：45～ 11：30

マタニティサロン 13：30～ 15：00

わ か ば
［☎778-2038］

わくわくコーナー（園開放） 火曜日 10：00～ 11：30
親子保育体験日 月２回 10：00～ 12：00
ふれあい広場・きらめき工作 月１回木曜日 10：00～ 12：00

金　　城
［☎782-0608］

にこにこクラブ 毎週水曜日 13：30～ 14：30

自由来館(ランチルームあります)
水曜日以外 10：00～ 18：00
水曜日 13：00～ 18：00

金城わかば
児童館

［☎782-5163］
※�詳しくは、毎
月発行の児童
館だよりをご
覧ください

親子で遊ぼう！（あそびの広場） 毎週月曜日 10：00～ 12：00
すくすくクラブ・手作り広場・お話広場 月１～２回ずつ火曜日 10：00～ 12：00
親子料理教室・親子保育園体験 月１～２回ずつ木曜日 10：30～ 11：30
リフレッシュ教室

月１～２回ずつ金曜日
10：15～ 11：15

アロマ講座・みのり広場 10：30～ 11：30
ママ’sカフェ 12月15日㈮ 10：30～ 11：30
クリスマス会 12月24日㈰ 10：00～ 11：30

南魚沼どろんこ
［☎788-0592］
※�詳しくは、お問
い合わせくださ
い

自然食堂（要申込み） 毎週水曜日 10：00～ 12：00
芸術学校・寺親屋・自然学校（内容は週
により変わります） 毎週金曜日 10：00～ 12：00

青空保育（道の駅南魚沼「雪あかり」） 毎月１回木曜日 10：30～ 12：00
身体測定・誕生会 毎月１回

※むいかまちこども園（☎772－4577）は、直接園にお問い合わせください
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12月 乳幼児健診などの日程� 問保健課
　☎773－6811

北　部
（大和地域、大巻・城内・五十沢地区）
健友館（大和病院となり）

南　部
（六日町地区、塩沢地域）
塩沢保健センター

事　業 対　象 日にち 受付時間 日にち 受付時間
4か月児健診 29年 8月生 12月22日㈮ 13：00～ 13：10 12月21日㈭ 13：00～ 13：10

10か月児健診 29年 2月生 生後10か月になったら、受診票を使って医療機関で受けましょう。
BCG接種期限まであと2か月です。

1歳児歯科健診
フッ化物塗布 28年11月生 1月に実施　※奇数月に開催 12月19日㈫ 13：00～ 13：10

1歳半児健診
歯科健診・フッ化物塗布 28年 5月生 12月 8日㈮ 13：00～ 13：10 12月15日㈮ 13：00～ 13：10

2歳児歯科健診
フッ化物塗布 27年11月生 12月 7日㈭ 9：00～ 9：10 12月13日㈬ 13：00～ 13：10

2歳半児歯科健診
フッ化物塗布 27年 5月生 12月 5日㈫ 9：00～ 9：10 12月 6日㈬ 13：00～ 13：10

3歳児健診
歯科健診・フッ化物塗布 26年11月生 12月14日㈭ 13：00～ 13：10 12月20日㈬ 13：00～ 13：10

講座・教室名 対象 日にち 受付時間 会場 申込み
育児力アップ講座
（育児学級）

29年�
� 6月・7月生 12月11日㈪ 9：45～

� 10：00 ふれ愛支援
センター

不要

もぐもぐ教室
（離乳食教室） 29年5月生 12月26日㈫ 9：30～

� 9：45 実施日の3日前まで

＊�実施日の2日前・前日・当日のいずれ
かに発熱・発疹などの症状がある人は、
健診や教室の参加を自粛してください

・�持ち物は、乳幼児健診カレンダーをご覧ください。育児力アップ講座は乳幼児健診カレンダーに掲載の開催日
から変更となっています。ご注意ください。

インフルエンザ
　感染力が強く、38℃以上の急激な発熱、頭痛、
喉の痛み、せき、鼻水、筋肉や関節の痛みといった
症状が出ます。風邪と比べて症状が重く、高熱が続
きます。湯冷ましなどで少量ずつこまめに水分を補
給して、脱水症状を防ぎましょう。
RSウイルス
　乳幼児に代表的な呼吸器感染症です。発熱、鼻水、
せきなどの症状で始まり、呼吸時にゼーゼーといっ
た音が出ます。1歳までに約半数、2～ 3歳までに
ほぼすべての子どもが経験し、年齢が低いほど気管
支炎や肺炎など重症化しやすく、注意が必要です。
感染性胃腸炎
　冬はノロウイルス、ロタウイルスが代表的です｡
激しいおう吐､下痢の症状が突然現れ､発熱するこ
ともあります｡ロタウイルスに感染した場合は、便
が白っぽくなります｡激しい下痢が続くため、少量
ずつこまめに水分を補給して脱水症状を防ぎましょ

う。吐物の処理は、0.1％程度に希釈した次亜塩素
酸ナトリウム（塩素系漂白剤）に浸したぞうきんで
拭き取り、ビニール袋に入れて捨てましょう。
予防と重症化を防ぐポイント
①　帰宅時などに、手洗い・うがいをしましょう。
②�　バランスのよい食事や十分な睡眠を心がけま
しょう。
③�　乾燥すると喉の粘膜の防衛機能が低下するため、
こまめに水分を補給し、湿度を50 ～ 60％に保
つと効果的です。
④�　流行時期は人混みへの外出は控え、外出時はマ
スクをすると効果的です。
⑤�　発症したと感じたら、早急に医療機関を受診し
ましょう。
⑥�　予防接種を受けましょう。主治医と相談し、ロ
タウイルスは生後6週以後に、インフルエンザは
生後6か月以後に接種しましょう。
⑦　流行情報に耳を傾けましょう。

にこにこ子育て　冬に増える感染症にご注意ください
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� 問 保健課　☎773－6811

救 急 医 療

新着図書の一部を紹介します
※下記以外の新着図書は館内かWebOPACでご確認ください
よみ
もの

・宗麟の海� 安部龍太郎
・シルバー川柳 青い山脈編　笑いあり、しみじみあり

・末ながく、お幸せに� あさのあつこ
・ホワイトラビット� 伊坂幸太郎
・裏切りのホワイトカード　池袋ウエストゲートパーク
　13� 石 田 衣 良
・騙し絵の牙� 塩 田 武 士
・ランニング・ワイルド� 堂 場 瞬 一
・R帝国� 中 村 文 則
・100億人のヨリコさん� 似 鳥 　 鶏
・草笛物語� 葉 室 　 麟
・マスカレード・ナイト� 東 野 圭 吾
・アナログ� ビートたけし
・編集ども集まれ！� 藤 野 千 夜
・この世の春　上・下� 宮部みゆき
・ほしのこ� 山 下 澄 人
・淳子のてっぺん� 唯 川 　 恵
・感傷的な午後の珈琲� 小池真理子
・やばい老人になろう� さだまさし
・95歳まで生きるのは幸せですか？� 瀬戸内寂聴
・心は燃える� ル・クレジオ

その他
・二ッポンの地方野菜� 内 田 　 悟
・ブラタモリ9　平泉  新潟  佐渡  広島  宮島

・吉本せい　お笑い帝国を築いた女� 青 山 　 誠
・若槻菊枝　女の一生 新潟、新宿ノアノアから水俣へ
・日本百低山100　LOW MOUNTAINS IN JAPAN
・絲　君の笑顔に会いたくて� 大沼えり子
・幻の黒船カレーを追え� 水 野 仁 輔
・�糖尿病は先読みで防ぐ・治す　ドミノでわかる糖尿病
の将来� 伊藤 裕/監修
・医師・専門家が教える家庭でできる元気のコツ大全
・定年後が180度変わる大人の運動
・�脱ネット・スマホ中毒　炎上・犯罪に巻き込まれない！ 

SNS時代を生き抜く最新護身術� 遠 藤 美 季
・パパは脳研究者　子どもを育てる脳科学� 池 谷 裕 二
・奇跡の歌　戦争と望郷とペギー葉山� 門 田 隆 将
・�裏まで楽しむ！ 大相撲　行司・呼出・床山のことまで

よくわかる！� ダグハウス/編
・大人のための国語ゼミ� 野 矢 茂 樹

　海外の作品を紹介する小冊子「BOOKMARK（ブッ
クマーク）」の第9号を展示中です。第9号では「顔
が好き」をテーマに、本の「顔」となるカバーデザイ
ンがすてきな本を特集しています。

みんなの図書館
南魚沼市図書館（えきまえ図書館本の杜）�☎773－6677
大和図書室（大和公民館内2階）� ☎777－4671
塩沢図書室（塩沢公民館内1・3階）� ☎782－0100

救急医療のかかり方
①電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてください。重
症（意識がないなど）の場合は119番で救急
車を呼んでください。
◦南魚沼市民病院�……………… ☎788－1222
◦魚沼基幹病院�………………… ☎777－3200
◦齋藤記念病院（脳神経外科救急）�☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診してください。
・�スタッフの状況などで、症状に応じて他の医
療機関を案内する場合があります。
・�緊急度や重症度の高い順に対応するため、診
察の順番が前後し、待ち時間が長くなる場合
があります。
・�休日・夜間は検査や人員体制が十分ではない
ので、できるだけ通常の診療時間内に受診し
てください。

新潟県『小児救急医療電話相談』
☎025－288－2525（＃8000でも可）
　夜間に子どもの具合が悪くなったとき（発熱、
嘔吐、下痢など）にご利用ください。
時 19：00 ～翌朝8：00（毎日）

※�すべて全血献血。日程・会場は変更する
場合があります
� 問 保健課（献血担当）　☎773－6811

献血にご協力ください
～12月の献血日程～

会　場 受付時間
魚沼みなみ農業協同組
合（本店） 10：00～ 12：00

齋藤記念病院 14：00～ 16：00

日 12月4日㈪

会　場 受付時間

イオン六日町店 10：00～ 11：45
13：00 ～ 15：30

日 12月10日㈰
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